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松本におゝける普選運動と中村太八郎
－1902（明治35）年衆議院議員選挙を中心に－
Ⅰ　はじめに
1897（明治30）年，長野県東筑摩郡松本町に結成された
「普通選挙期成同盟会」は，社会運動としての普選運動
をわが国で初めて開始したばかりでなく，結成以後，少
なくとも大正初年までの普選運動において一貫してその
1）
組織的中心となっている。したがって，松本の普通選挙
期成同盟会の事績は，中村太八郎・木下尚江らの名とと
もに，日本近代史上，特筆されてきた。
しかし，木下尚江が，地元長野県においても，木下尚
江研究会（松本市）によって，多角的な照射を与えられて
2）
きたのに対し，中村太八郎はほとんど研究の対象になら
なかった。1938（昭和13）年，平野義太郎編『普選・土地
国有論の父　中村太八郎伝』が出されて以来，中村太八郎
および普通選挙期成同盟会に関する史的考察は，きわめ
て乏しい現状にある。山田貞光氏の「松本平における普
3）
通選挙運動」と同氏が解説付きで復刻した雑誌『普通選
4）
挙』が注目され，雑誌『普通選挙』を発見できたことも
あって，若干新しい史料に基づき，私が執筆した『長野
6）
県政史』（第1巻）の関係部分がある確度である。
そのため，初めて本格的な普通選挙運動の史的考察を
行なった松尾尊先氏は，乏しい研究史を考慮し，氏が
「数年来もろもろの新聞・雑誌，あるいは官庁文書を渉
猟し資料の集紗こ努めてきたが，ある程度の分量に達し
たので，一応の整理を行ない，ここにその結果を提示す
る」とされ　いわば基礎的研究として『大正デモタラシ
6）－の研究』を発表された。松尾氏の成果は，普通選挙運
動について必ず参著されるべき研究であるが，本稿は，
松尾氏の著作でも不分明のまま残されている1899年の同
盟会再興以後の動きについて，一，二の基礎的考察を加
えるものである。
以下，本稿のねらいを，明らかにしておきたい。
1899（明治32）年12月6日に，松本町の普通選挙同盟会
は，再興後，最初の大会を松本町神道公会堂で開き，衆
款院への普選請隣活動に着手した。翌年1月には，1，000
人署名の請瞑書を衆議院に擁出するところとなった。
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この松本の同盟会は，1901年1月22日，第2回普通選
挙大会を，前回と同じ松本町神道公会堂で開くと，従来
の普選運動に一つの変質をみせていく。それは，第2回
大会に，片山潜が2時間にわたる演説を行ない，一方，
規約改正によって新設された拡張委員（17名）が，積極
的な勢力拡大をこころみたところにもうかがえる。
変質の動きは，9月に入って，1日の幹事・拡張委員
連合会（於松本鮨）を経て，15日の評議員会（於花月楼）
で，さらに具体化する。すなわち，①10月6日，大井憲
太郎らを招き，1901年度秋季大会を開く，◎大会準備負
16名によって大会費用（金200円，会員より醸集）・会場一
切の準備を行なうとし，大会に提出する課題として，①
明年の衆議院議員総選挙に対し，同盟会を代表すべき候
補者を選出する，㊥労働問題を調査するための調査部を
7）
設置する，㊥校閲雑誌を発刊する，の3点をあげた。つ
いで，9月23日の幹事会（於松本町池田屋）で，次のよう
8）
な決議が行なわれた。
一　大井憲太郎氏一行の都合により，大会期日を十月
二十七日に変更すること
二　第十六議会に政府より工場法案の提出あるに付，
至急労働問題の調査に着手すること
≡　労働問題は調査委負を五名とし左の諸氏に嘱託す
石塚≡五郎　小松　徹　≡上道純　菅田復平治
岩附修一郎
四　労働問題調査の結果は，毎日　萬朝　二六　労働
世界に掲載すること
（ママ）
五　本会の名議を以て普通選挙に関する書籍の出版を
為すこと
六　本会機関雑誌発行迄は，特別会員に労働世界を配
布すること
七　機関雑誌発行準備の為め委員五名を設くること，
其賓員には左の諸氏を挙ぐ
（唐カ）
広沢長十　小林佐三　野々山義成　川上源一
（一名不明）
この幹事会の決我によって，1901”1902年の松本普通
選挙同盟会の仕事が，ほぼ具体的に示された。機関雑誌
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『普通選挙』を発刊するまで，『労働世界』が準機関雑誌
の役割を果たすのであり，工場法案と関連して労働問題
が重視されたこと，普通選挙に関する啓籍（片山潜著『社
会改良手段普通選挙』＜1901年10月刊＞として実現）の発刊が
この時点で企画されていたことなどが判明する。以降，
若干の曲折もあったが，労働者大懇親会ほかの実現がは
かられた。
なかでも，10月27日の大会当日は，6，300人の勤労民
衆を集めた労働者大懇親会，3，000人で札どめとなった
夜の政談演説会が開催され，松本の同盟会の活動は，大
きな昂揚をみせている。
松尾等充氏は，この9月以降の動きにみられる「変質」
を，「従来の名望家本位の方針を脱して，積極的に勤労
9）
民衆に呼びかける姿勢を示した」と評価した。そして，
この松本の同盟会の動きが，同時に，名望家からなる同
盟会内部の矛盾を強めたことにも注目している。
本稿は，この時期の松本普通選挙運動の動向に，やゝ
立入った考察を加えようとするものである。
註
1）松尾塔党『大正デモクラシーの研究』（青木蕃庇1966年）
2）有賀義人・千原勝美・山田貞光ら諸氏匿より，機関誌『木
下尚江研究』弟1号（1961年）一弟10号（1967年）を発刊
3）『長野県近代史研究』第1号（1970年）
4）雑誌『普通選挙』（弟2号，弟4号）と山田貞光「明治期
の普通選挙運動と雑誌『普通選挙』紅ついて」（山学各
1971年）
5）山田貞光氏の複刻した『普通選挙』は，私が1967年，松
本市島立，藤沢宗平氏宅で初めて拝見したものである。藤
沢氏の祖父で，自由民権運動から移庁分県遊動に尽力した
小岩井宗十が購読し，宗十の長女藤沢泉を経て藤沢宗平氏
へと伝わった。
舌島敏雄監修『長野県政史』（第1巻）く長野県，1971年），
拙稿「中村太八郎について」（長野県近代史研究会『近代研
究たより』第10号，1971年）が，若干の新出資料を緒介し
た。
6）註1）著書
7）『長野新聞』743号．明治34．9．19
8）『長野新聞』748号．明治34．9．26
9）註1）著者
Ⅰ　中村太八郎の衆議院選挙立候補
1）
林廣書「普選物語」は，6，300人余による1901年10月27
日の労働著大懇親会が，弁当付きの会費5銭が当時滅法
な安さであったた軌　弁当目当てに群集がなだれ込み，
「あられもない姿」に．なってしまったと述べている。「横
田遊廓の連中は，『城山の大懇親会だ』というのですっ
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かり運動会か何かと思い込んでしま」い，「飾物を搾へ
たり仮装をこしらへたりしてドソチャソドソチャソ塵子
入りで乗り込ん」だ，とも述べている。この林虞膏氏の
記述は，中村太八郎からの資料担供に基づいており，そ
の事実は否定すべくもない。しかし，当時の『松本親睦
2）
会雑誌』が，次のように報じているところをみると，労
働著大忽就会が，基本では労働者に普選獲得の重要性を
理解させるための大懇親会としての性格を貫いたことの
方を，まず評価しておくべきであろう。
（十月）
二十七日午前七時，本隊は天神社内を出発し，音楽を
先導とし，奏楽しっゝ本町を北へ向ひ，六九，今町を
経て次第々々に城山公園に向へり，数十旗の大旗小旗
は風に桝へり，勇気勃々たる模様なりし，其他四方よ
り押し寄せ来る会員は，潮の一時に打ち来るが如く巽
（ママ）
に稀なる壮観なりし，又た之れを見んものと群集せる
く匹カ）
見物連も殆んど会員に比赦し，引きも切れずに登り来
る，八時より九時・十時と言へるの間は，待ち設けた
る本団員の食札交換も実に多忙を極めたりしが，番号
により二十二田に配置したり，各団にては標札の下に
団長之れを怒め，部員と共に之れを符過し，食札と中
食の交換より福引番号の呼上げ，物品引渡し等奔走，
（ママ）
最も劇甚を極め，開会は合飽を以て之れを報じ，集散
は大鈴を以て之れを通じ，十時三十分と思ふ頃，中村
（徐カ）
太八郎開会の挨拶を為し，統ひて大井憲太郎氏は除ろ
に之の盛会を祝し，労働者豪産及び資本家と労働者
の関係より，其の結合の必要を論じたり，十一時に於
て散会を告げたるが，猶は思ひの遊戯を成し居りて，
非常なる盛況なりし
松本警察署が大懇親会取締りのため非常召集を行な
3）
い，およそ100人の巡査が監視するなかで，6千数百人
の男女が集まったのは，単なる無理解や誤解によるもの
とは考えられない。夜の政談演説会が，「満場添るゝ計
りの聴衆を以て充たされた」開明座で，午後7時〟11時
にかけてもたれ，当時，普通選挙政談演説会を支える民
衆の存在を確認させるものとなっている。
労働者大懇親会と演説会の間，午後2時から神道公会
堂で，1，200余人を集めた大会ももたれた。「午後三時，
釆蜜大井意太郎・久浄見蕨村両氏は，花月楼の懇親会場
より同会接待委員の先導にて臨場，幹事堀内桂次郎氏開
会の主意を述べ，幹事野々山義成氏一年間の程度を述
べ，宜言書を決議し，釆束大井氏・久浄見氏の演説あり
て，決議案・規約を議決し，座長指名にて幹事を選定し
4）
て閉会」している。
この10月27日を目途に，普通選挙同盟会の名で「普通
選挙同盟会の趣旨」と題するパソフレットも作られ，配
長野県短期大学紀要
布された。著作兼発行者は，長野県東筑摩郡松本町993
番地坪内一藤太，発行所が同県同郡同町846番地普通選
6）
拳同盟会となっている。
こうみてくると，労働著大懇親会に参加した6，300人
はとにかく，大会の1，200人，演説会聴衆3，000人は，普
通選挙同盟会を直接間接に支える者たちであった。
そこで，この時期の松本平における政治的動向につい
て，若干の考察を加えておこう。
長野県下の政治運動は，1900年前後に昂まりをみせ，
1902（明治35）年を一つのピークとしている。県下政談演
説会の開会状況をみると（第1表），政談集会開会度数・
演説人員ともに1902年が多く，なかでも，東筑摩郡は，
第1表1897′、ノ1905年長野県下政談集会一覧
普選運動の活発化した1900－1902年の間，もっとも県下
郡部政談集会の多い郡となっている。これは，当時のお
もな政社政党のうち，憲政本党南債支部・立棄政友会南
信支部・借換青年国民党・普通選挙同盟備州本部が松本
町におかれ，憲政本党北信支部・帝国党北膚支部のあっ
た小県郡上田町，立棄政友会北膚支部のおかれた長野市
権堂町に比べ，政治的拠点となっていたこととも関連し
6）
よう。また，東筑摩都下は，他郡に比較して，旧来の自
由・改進両党系の勢力が括坑する地域であったことが，
政談集会を他郡より多くしたと思われる。第2蓑は，南
信における党派別の郡会議員・町村長数を示している
が，東筑摩郡は，衆論院試員中村弥六の地盤で自由党→
年次！開会度数l演説人員】演説停可集会の解呵司法処可　備　　　考
『長野県統計書』（1897′）1903年），『長野県県治一斑』（1902年・1905年）より作成
開会度数・浜説人員の（）内は東筑摩郡の数で，－は不明。備考は東筑摩郡の位置
第2表1900年商倍における郡会読貝・町村長党派別数一覧
郡　　l　郡会読負・町村長l　自　由l　准自由l　中　立【進
『松本親睦会雑誌』弟157号，明治33．5．20より作成
▲諏訪の部会顎員は計が30となるが，そのままとした
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立憲政友会と異なる政治的色彩の渡かった上伊部郡とと
もに，憲政党系（進歩・准進歩）および中立派の多い地域
となっている。この政治的動向と，松本普通選挙同盟会
とは深い関連をもったのである。
また，1902（明治35）年の政談会が全県的に多いのは
（鼻1表），この年が第7回衆誤院総選挙の年であったこ
とによった。同年8月10日施行の総選挙は，従来の県内
7選挙区（小選挙区制）を，長野市部と郡部に二大別する
大選挙区制を挟用した。有権者も，直接国税15円の納税
資格が10円に引下げられたため，前回1897年には，長野
県人口の1．02％，1万2，533人にとどまった有権者が，
7）
2．4％にあたる3万0，403人へと倍以上にふえている。日
清戦後，山県有朋内閣が，帝国主義争覇戦にそなえて，
国内支配体制の基盤を強化しようとして実現させた選挙
制皮の改革であったた軌有権者の倍増だけでは，広汎
8）
な国民の政治的無権利をただすものとはならなかった。
しかし，この1902年度の衆議院総選挙を，普通選挙同
盟信州本部は，普選運動昂揚の一大チャソス忙しようと
した。1901年9月15日同盟会の評議員会で，いちはや
く，独自の候補者を立てることを決定したのは，その前
堆となった。
1902年総選挙では，独立選挙区長野市部を除く郡部選
挙区（定員9名）に，普選獲得運動に関係のあった憲政本
党の降旗元太郎，無所属の中村弥六の2人が立ち，安
螢・筑産から，金井清志（政友会）・翠川鉄≡（政友会）・
北村英一郎（政友会除名）が立候補した。このなかで，普
選同盟の独自侯補が立つことは，選挙地盤が重なること
から，降旗派が，歓迎しなかった。1901年10月の大会に
大井悪太郎が来会したことは，大井が松本平から衆議院
識見選挙に出馬する下準隋と曝され，大会当夜の大井の
演説中，降旗元太郎を支持する普選同盟会員が演説中止
9）
を怒号する事件ともなってあらわれた。そして，翌年の
衆議院議員選挙への同盟からの立候補は，9月15日の決
定にもかかわらず，大井らを招いた10月27日の大会で暗
礁に乗りあげたとみられる。同日夜の演説会で，中村太
（ママ）
八郎が「笑ふべき事」と題して，「神道に於る普通選挙
ヽ　ヽ　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　ヽ　　ヽ　ヽ　　ヽ　ヽ　　　　ヽ　ヽ　　ヽ　ヽ　　ヽ　ヽ　　ヽ　ヽ
大会に於て険補者撰定を否決せしも，自分は単独に明年
の総選挙には候補者となるべしとて降壇し」たところ
10）
に，これはうかがえる。中村太八郎が単独立候補の決意
を述べた10月27日夜の普通選挙政談演説会は，掘内桂次
郎の開会の辞のあと，
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ
二木亀一「普通選挙問題対政党負」
野々山義成「普通選挙」
石塚三五郎「普通選挙活躍の好時検」
中村太八郎「笑ふべき事」
久浄見蕨村「普通選挙と教育」
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荻窪政長「何を以て参政権を区画するや」
小松　徹「水県下の生糸工女に就き」
大井憲太郎「普通選挙と労働問題」
と行なわれている。降旗元太郎らの名がみえず，二木
が普通選挙問題を政党員と区別して論じたとおもわれる
ところから，主として中村太八郎らのグループの運動と
みてよいであろう。これは，9月23日の幹事会で具体化
した機関雑誌の発刊にもうかがえるところである。
註
1）『信濃毎日新聞』の1925（大正14）年3月14日から23回連
載
2）『松本親睦会雑誌』175号，明治34．11．28．ただし，句
読点は引用者
3）『労働世界』第95号．明治鎚．11．1
4）『長野新聞』776号．明治34．11．30
5）松本市島立　藤沢宗平氏蔵。明治34年10月22日印臥　明
治34年10月27日発行。印刷者　松本町255の内4番　胡桃沢
源次郎，印刷所　松本町255の内5番　松本出版所。この
「普通選挙同盟会の趣旨」は，前年1900年1月，普通選挙期
成同盟会の出した「普通選挙を請願するの趣意」（『明治文
イヒ全集』社会篇所収）とほぼ同じである。おもな相違点は
次のとおり
「普通選挙を請願するの趣意」
1．宮森の子弟は，多く中学，大学に這入り，徴兵猶漁と
か，一年兵とか云ふ名義の下に，甘くやって居るに引
換へ
2．走れ我畢同意のものが諸君と共に，普通選挙を請願せ
んとする趣意である。有意の諸君は，奪て事を共にせ
られん事を望む。
「普通選挙同盟会の趣意」
1．富豪の子弟は，多く大学中学に這入り，徴兵猶挽とか，
（ママ）一年兵とか云ふ名儀の下に多くは猶敦か免役の特典な
受けつゝある之に引換へ
（ママ）
2．走れ我華周志のものが如何なる困難ヲ胃しても普通制
を成立せたい趣意である天下有志の諸君は奮って＿基金
軍こ加入せられ此大業を袈成されんことを厨ふ
6）『明治36年度長野県統計書』
7）『日本帝国統計年鑑』
8）松尾樽先『大正デモクラシーの研究』
9）林原吉「普選物語」
10）『松本親睦会雑誌』175号．明治3も11．加．傍点は引用
者
Ⅱ　中村太八郎の選挙運動
】すセにみたように，1901年白月お目の松本普通選挙同
盟会の幹事会は，機関雑誌発行準備のため，唐沢長十・
長野県短期大学紀要
小林佐三・野々山義成川l上源一ら5番負（1名不明）を
決め，機関雑誌発行までは，特別会貝に『労働世界』を
配布することとした。そして，翌10月中旬には，雑誌
『普通選挙』の発刊の具体化がはかられた。『長野新聞』
（762号．明治34．10．12）は，
○普通選挙親閲新聞
松本町より普通選挙同盟会にては「普通選挙」と題す
る毎月二回の校閲新聞を発行する由にて，来る十九日
之れが保証金を其筋に納附する由
と報じている。しかし，『普通選挙』が雑誌として発
1）
刊されるのは，翌1902年5月である。現存する『普通選
挙』のうち，最も古い第2号は，臨時増刊と銘打たれ，
その発刊の翌日（1902年6月16日）が第3種郵庶物認可日
となっている。第2号にも発刊の辞が載せられているこ
とから，雑誌『普通選挙』は，第2号から本格的な校閲誌
2）
となったと考えられる。しかも，その執筆者は，木下尚
江・幸徳秋水・片山滞・中村太八郎ら，当時一線の社会
主義者・普選運動家であり，世界の選挙法や社会主義運
動・革命運動にもふれている。雑誌『普通選挙』の編集
人が，前年9月に決められた5委員と全く別人となって
いることも注目される。これは，同誌が従来の名望家の
みによる普通選挙同盟会の機関誌ではなく，普通選挙同
盟信州本部（急進派）の発行したもので，とくには，中村
太八郎の衆議院議員選挙を応援するためのものであった
3）
とみることができよう。
中村太八郎らは，普選同盟会の活動を，勤労者大衆へ
・焦点を合わせて，いわば「変質」させてきたが，さら
・に，1902年の衆議院議員選挙を活用することによって，
新たな局面を開こうとしていたのである。『普通選挙』発
刊の辞（第2号）は，「普通選挙の声は，今や正に理論
より一転して，政的関門に務進せりと貫ふと雄ども，未
だ以て，天闇の高き忙逢せざるなり」といい，
芳夫れ来るべき総選挙に対しては，膏等は平生の主張
見地よりして，多少の歓びを以て之を迎ふると。同時
に，更に一段の周到棋密を以て，之が督励に任せざる
べからず。蓋し今期を以て施行せらるべき総選挙は，
所謂改正選挙法実施の第一初期にして，而かも旧法に
比して，其人権に於て一歩を進めたるものなり。（中
略）人権の拡張に熱心して政界の碧落一洗を打出せん
とする者，如何ぞ等閑視することを得んや。
と述べている。ここに，太八郎は，「衆議院義貞の総
選挙に自ら候補に立ちたるの趣旨」を明らかにし，立候
補した。石川半山は，その太八郎を，次のようにみてい
4）
る。
第一期以来総選挙毎に，一方の勢力として候補者の間
に警戒を加へられし者は中村太八郎君なり，彼は年少
粛27号1972
気鋭其機略当る可らざる者あり，曽て森本省一郎氏
が非常の苦戦を感ぜしは，彼れの妨害運動に依る者に
して，膏江久一郎氏が落選せしは，彼れを憤激せしめ
し結果なり，菅に総選挙のみならず，米穀取引所・信
浪商業銀行・明治商業銀行等の紛擾に於て，彼れは常
に一方の覇を以て任じ，彼の銀鈴の向ふ所，能く一人
の之に当る者なし，蓋し被れが従来の行動は，常に一
身の利害を忘れて，其敵と戦ひしなり，故に彼れを参
謀とせる一派は，常に其の戦ひに於て愉決なる勝利を
博するを得しなり，
彼れは今や普通選挙の候補者として打ち出で，四万八
面に戦へり，彼れの当選は余の最も節ふ所なり，唯若
し彼れの運動乾して従来の彼れの運動の如く鋭利痛快
なる者あらずとせば，足れ彼れ自ら険補者となりて陣
頭に現はれし所以ならんのみ，然れども若し幸ひに当
適せば中央の政治界は，必ず被れに依て一種の活気を
添へん。
太八郎自身は，名望家，地主層の出身であって，地
主・資本家層の政治家間で参謀的役割によって一目置か
れる存在であった。したがって，太八郎が，単に名望家
の域にとどまらなかったのは，その政治思想の故であ
り，衆議院議員選挙に立候補し，政界に「碧落一洗を打
出」すためには，厳しい立場を自分に課さねはならなか
った。
選挙運動中の1902年7月30日，北佐久郡岩村田町の篠
沢旅館で，『長野新聞』記者に，中村は次のように語っ
5）
ている。
（鉄三）　（弥六）
（前略）翠川，中村（背）などは大丈夫と思ひます。競
（元）（元太郎）（平書）（英一郎）（清志）（彦六）
ひて牧野・降旗・小川・北村・金井・両角などと申す
順序でしょうか。僕ですか。只第一に普通選挙といふ
ことを一般民心に吹き込めば好いのでして，第二がま
ァ月桂冠といふような次第ですが，自分の得点は強ひ
て頂戴したいと申すのではありませむよ。蓋を明けて
見なければ分りませんが，千四五百位はあらうかと思
ひます云々
この中村の予測はあまり投票結果を見通したものでな
6）
かった。しかし，中村が当選（月桂冠）を2の次に．してい
たことは明らかである。上水内郡安茂里村の有志者が，
同村の票数を無所属候補者に譲ろうと，中村に会見した
7）
が，「同氏は其厚意を謝し，全く拒絶し」，1902年春，太
八郎と結婚した妻マリも，
松本にて太八郎は衆議院義貞候補に立ち役の理想とす
る選挙運動を致しましたが，投票を盛に買ふ時代には
そんな「理想選挙」は田舎の人々には理解されません
でした。帰宅しての帯に，「松本の選挙事務所へ伯父
が来て，今からでも遅くないから，親類一同寄り粂っ
51
て投票を買ふから承諾しろと説得に来たが，自分の主
義を曲げて当選することは絶対出来ぬと断ると大馬鹿
者だと言ほれたので，こちらでも伯父の不理解を喪め
て，とうとう大喧嘩をしてしまった。平生は僕を危険
人物祝して遠ざかってゐても，いざとなると夢中にな
ってやって来る。親戚と云ふものは面白いものだ。」と
申して居りました。
8）
と述べている。
選挙戦にあたって，中村太八郎派は，書江久一郎が総
（佐カ）　　　　　　　　　　　　9）
指揮をとり，赤羽代書・仁倉湖北らが参謀格であった。
県内では，小松徹・大池米作・山田禎充・宮坂鴬也・篠
原兼市（轟商，酉筑摩）・戸塚米作（北佐久郡岩村田町）ら
が，熱心に中村太八郎を推す運動を行なった。また，南
北安垂の有力者は政友会を脱会，中村を支持しようとし
10）
た。
南安に於ては松岡太郎・飯田福次郎・内山昇・本山精
一・中沢染江・小穴五郎・岩原愛策・石川来十郎・倉
田佐太郎・青木才次郎・水谷者次郎等の諸氏にして，
北安に於ては横沢本衝・中村七衛・市川文八・薄井貞
一郎等の諸氏にして，皆公然政友会に反旗をひるがへ
（大八郎）
し，無所属沢候補を助けんとて中村普通を担ぎ出した
り，殊に飯田福次郎氏の如きは中村普通に対して伯父
の関係を有するを以て，子息慶司・松岡太郎・市川文
八・中沢染江氏等，共に親戚の名誉に関すとて戸別に
運動しつゝあり，
妻マリの記述にみたように，飯田らの運動は，太八郎
に票を買わせようとするもので，ために太八郎の拒絶に
、あった。
石川半山の云うように，中村太八郎は「常に一身の利
害を忘れて，其敵と戦」う特色をもっていた。自身，名
望家であった中村は，当時の衆議院議員選挙が，ごく少
数の有産者に左右され，買収が当然とされている状況の
中で，普選獲得運動を貫くためには，常識を打破するこ
と以外に，自己の名望家たる事実から脱却できなかっ
た。①頭を下げず，㊤世辞を使わず，㊥種々の約束を為
さず，④酒を買わず，㊥投票を買わずの5ヵ条の規律を
自分の選挙方法として公表し，それを忠実に守ったの
は，1901年以降の普選同盟の変質の脈絡のなかでは，最
11）
低隈の条件であった，と評価できよう。こうした中村の
選挙方法に対して，既成政党側は，いわば物理的な力で
排除する手段をとった。それ以外に，対抗する具体的な
手段がなかったともいえよう。
中村の普選宣伝のための選挙戦を支持する毎日新聞記
者石川半此　北川笠間，西川光二郎らによる政談演説会
は，政友会とそれを支持する壮士との衝突を惹起してい
る。1902年7月17日の北佐久郡小諸町光岳寺での政談演
52
税金は，とくに弁士石川半山が，√政友派を攻袈して余
すなく，勢ひ込んだ『馬鹿野郎共が』と熱屠するに至る
や，端なくも会衆中の政友派の壮士長谷川昌寿（小諸町）
なるものゝ府凍匿痛く触りしものにや，血相変へて場中
より躍り出で壇上の石川弁士を引き卸さん」とし，臨厨
12）
の小諸分署長松高警部の手で鎮められている。
中村太八郎の選挙戦にみられる特色は，反政友会の態
度を貫き，買収をしなかったはかに，新しい選挙運動方
式を採用したところにあった。
1902年8月7日夜，中村は，松本町開明座で，聴衆・
300余人を前に4時間にわたる長浜説をした。内政・外
交・軍事・交通・衛生・教育・財政・国是など万般にわ
13）
たる個人演説会であった。
また，7月下旬，佐久地方を遊説した太八郎は，反政
友派の久保田与四郎の政見発表演説会を傍聴，久保田・
中村弥六と≡派合同の懇親会を行なった。これは発展し
て，中村弥六の政見演説会に「飛入演説」を申し入れ，
中村弥六（背水）の承諾を得て，「混済政談演説会」とな
ユ4）
った。
中村太八郎の独自な選挙運動は，安桑・筑摩と佐久で
とくに支持を受けた。佐久では，各派とも中村太八郎の
得票50票は固いとみ，100′、ノ200票を可能とする見方もあ
15）
った。安筑では500′、ノ600票獲得と予想されている。太八
郎自身も合計1，400′一1，500票は可能と記者に述べている・
ように，その反応は強かったのである。しかし，一方，
中村弥六・降旗元太郎らに票を譲る約束があるという喩
もつよく，太八郎が『信渡民報』にその稔を打消す広告
16）
を出している。
註
1）前述の藤沢宗平氏所蔵（山田貞光氏複刻本も同じ）は，第
2号，弟4号にとどまる。発行所　長野県東筑摩郡松本町
942番地内13番　普通選挙同盟信州本部，印刷所　東京市牛
込区市ヶ谷加賀町1丁目12番地　株式会社秀英舎弟一工場，
発行人・飼輯人　長野県東筑摩郡松本町942番地　大池米
作，印刷人　長野県東筑摩部松本町808番　井上鋼一郎
2）台晶敏雄監修『長野県政史』弟1巻，前掲山田貞光氏被：
刻本
3）前掲『長野県政史』弟1巻
4）『長野新聞』1000号．明治35．7．27
5）『長野新聞』1004号．明治35．8．1
6）弟7回総選挙結果（1902年8月10日）は次のようなもの・
であった。
。小坂　幸之助（政　友）4，302票
0宮下　　一滴（〃）2，959
0降旗　元太郎（憲政本）2，513
。久保田与四郎（〃）2，184
長野県短期大学紀箕
。中村　　弥六（無）2，125
8枚野　　　元（政：友）1，842
0石坂　　盤平（ク）1，757
0竜野　周一郎（〃）1，604
8両角　　彦六（壬黄金）1，510
北村　英一郎（政　友）1，487
小川　　平青（ク）1，473
金井　　清志（〃）1，437
南条青左衛門（無）1，226
翠川　　鉄≡（政　友）1，183
その他　　　　　　　　　　607
0印が当選，立候補者はすべてで20人であった。財団法人
公明選挙連盟『衆紙院誘員選挙の突概－第1回～第30回』
（1967年）による。
－．7）『長野新聞』1009号．明治35．8．7
8）平野義太郎窮『普選・土地国有論の父　中村太八郎伝』
・9）『長野新聞』1009号．明治35．8．7
ユ0）『長野新聞』1010号．明治35．8．8
11）1897（明治30）年，全国に先がけてスタートした普通選
挙期成同盟会がつまづいたのは金銭がきっかけであった（松
尾尊兄『大正デモクラシーの研究』）。危険な運動とみなし
普選運動弾圧をねらっていた権力側に口実を与えないとい
う遊動の防衛のためにも，5ヵ条は重要な意味をもってい
たが，勤労大衆の自覚を促し，普選運動の払い手が部分的
にせよ労働者組織や自由主鶉者，社会主義分子との連珠に
よって変質してきていた普選運動の内在的論理からも，5
ヵ条は最低の規律となるであろう。
12）『長野新聞』993号．明治35．7．19
ユ3）『長野新聞』1008，1011号．明治35．8．6，8．9
ユ4）『長野新聞』1004号．明治35．8．1
15）『長野新聞』紙上の各派得宗予想
ユ6）前掲『長野県政史』第1巻
Ⅳ　おわりに
以上，本稿は，1899年12月再興の普通選挙同盟会
（1901年普通選挙同盟信州本部）が，労働著大懇親会に例
示されるような労働者への普選啓蒙活動の活発化など名
望家体制を打破する方向を打出し，1902年の衆談院部長
選挙を重視，太八郎みずからが立候補した経過をみてき
た。これは，政友会あるいは降旗元太郎（憲政本党）らと
の括抗をひきおこした。しかし，中村太八郎らは，雑誌
1）
『普通選挙』を選挙活動を補強する校閲託として発刊した
籍27号1972
ほか，独自な運動規律∴運動方法をあみだして選挙戦を
行なった。これに対する民衆の反応は，みるべきものが
あった。
しかし，開票の結果，衆議院総選挙の中村太八郎の得
票は141にとどまった。20人立候補（9人当選）中の17位
であった。郡別得票は，東筑摩60，南安曇47，北佐久
16，北安螢11，西筑摩3，南佐久2，小県1，諏訪1
2）
で，太八郎の演説会の開かれた地域に限られている。
この太八郎の得票は，労働者大懇親会など，前年の普
選同盟会の大会に数千人を動員した状況と大きく離れて
いる。これは，衆議院議員選挙人の財産制限と当時の選
挙のもつ性格，すなわち，木下尚江のいう「彼の議員候
補者たる者を見るに，彼等は選挙人より，投票紙を買ひ
集めんが為めに莫大の運動費なる者を支出し，而して其
出でて議会に立つに及びては，国利民福の看板を掲げ
＄）
て，実は栽決権の売買を営業となすに過ぎず」とする体
制によっていた。木下は，意法実施より10有余年を過
ぎ，国民は政治の弊害に飽きたようであるが，「吾人は
最初より讃会の腐敗を予想したる者なり」，「而して八月
の総選挙に向て議会改造の希望を懸けざること，猶ほ既
往に於ける幾回の総選挙に於けると異ならざるなり」と
いい，「衆議院誤負選挙法は選挙資格と選挙区画とに就
きて少しく修正せられたり，然れ共根本的思想の誤謬は
依然として旧の如し，如何んぞ八月の総選挙に向て我憲
政改新の希望を懸くるを得んや」と述べている。こう述
べながら，木下尚江が，前橋市で同地の有志に推されて
同じ衆款院総選挙に立候補したと同様に，制約を承知し
ながら，敢て中村太八郎が立候補したことは，やがて日
露戦争期に，新たな普選運動が展開する重要な布石とな
4）
ったのである。
註
1）『普通選挙』に執筆した木下尚江，幸徳秋水らは，中村太
八郎の応援に来ていない。しかし，これは，木下が同じ時，
前橋市で立候補したからである。
2）前掲松尾啓発氏著者
こ3）『普通選挙』妬2号．明治35．6．15
4）前掲『長野県政史』弟1巻
追払本稿作成にさいし，いまは亡き林贋吉氏，藤沢宗平・山
田貞光の両氏，膚淡教育会に資料上のお世話になった。末
輩ながら記して感謝するものである。
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